










■アトラクション

  〔出演者〕瀬戸山　由香里（せとやま　ゆかり）氏

■記念講演

  〔講師〕落語家　桂　歌春（かつら　うたはる）氏
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【プロフィール】
1949年（昭24）宮崎県日向市に生まれる。
1968年（昭43）宮崎県立延岡西高校卒業。
1969年（昭44）西南学院大学入学。
1970年（昭45）西南学院大学在学中、落語家を志し上京。
　　　　　　　故・桂 枝太郎に入門。「桂 枝八」となる。
1972年（昭47）前座になる。
1976年（昭51）二ツ目になる。
1979年（昭54）桂 枝太郎一周忌を機に桂 歌丸門下に移籍。　
　　　　　　　「桂 歌はち」に改名。
1985年（昭60）「桂 歌春」で真打昇進。
1986年（昭61）第29回国立演芸場花形若手演芸会新人賞銀賞。
2001年（平13）宮崎県日向市市制施行50周年特別功労賞。
2005年（平17）落語芸術協会監事就任。

　「笑点」でおなじみの桂歌丸の一番弟子として多方面で活躍中。国立演芸場、東京芸術劇場など
で定期的に独演会を開催。愛嬌のある顔立ちと穏やかな人柄を反映した明るい高座で人気。
　2013年（平成25年）から「みやざき大使」を務める。2015年（平成27年）9月に開講した「コドモ
チャレンジスクール」（宮崎市民プラザ自主事業）の落語講座の講師として、今年3月まで、毎週末
本県を訪れ、子ども達に稽古をつける。
　「落語を通して、話す楽しみを体感してほしい」との思いから、今年で8回目を迎える「ひむかの
国こども落語全国大会」の大会実行委員長も務める。

【プロフィール】
　都城泉ヶ丘高等学校卒業。宮崎大学教育学部特音課程（ピアノ専攻）卒
業。オルガンを平田孝子氏に師事。ドイツ・リューベック・ホリュシュタ
イン音楽祭のオルガンマスタークラスや、ボーデン湖インターナショナル
オルガンアカデミーに参加し、Ｍ．ハーゼルベック、Ｍ．ラドゥレスク、
Ｗ．ツェラーの各氏に学び研鑽を積んだ。平成5年より11年間、宮崎県立芸
術劇場に勤務し、オルガンプロムナードコンサートの企画と演奏、オルガ
ン講習会等の講師を務める。
　現在、宮崎大学教育学部附属幼稚園園長。
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宮崎神宮駅宮崎神宮駅宮崎神宮●宮崎神宮●

●宮崎県総合博物館●宮崎県総合博物館

宮崎県立美術館●宮崎県立美術館●
●大宮高校●大宮高校第２日 全体会会場 ●

メディキット県民文化センター　
第２日 全体会会場 ●
メディキット県民文化センター　

44

10

宮崎県立宮崎病院●宮崎県立宮崎病院●
●山形屋●山形屋

↑
橘
通
↓

宮崎県庁●宮崎県庁●
宮崎市役所●宮崎市役所●

大
淀
川

●第１日 分科会 会場
　宮崎観光ホテル
●第１日 分科会 会場
　宮崎観光ホテル

宮崎県立工業高校●宮崎県立工業高校●

野崎病院●野崎病院●

宮崎 IC宮崎 IC
宮崎自動車道宮崎自動車道

●宮崎空港●宮崎空港

赤江赤江

宮崎 IC宮崎 IC

●宮崎学園高校●宮崎学園高校

宮崎市郡医師会病院●宮崎市郡医師会病院●

●イオン●イオン

コテージヒムカ●コテージヒムカ●

宮崎マリーナ●宮崎マリーナ●

↑
橘
通
↓

10

269

220

269

宮崎産業経営大学●宮崎産業経営大学●

日
豊
本
線

17

大
淀
川 宮崎駅宮崎駅

加納駅加納駅

南宮崎駅南宮崎駅

田吉田吉

日
南
線

■市内会場地図
　第１日　【分科会】　会場：宮崎観光ホテル内８会場
　第２日　【全体会】　会場：メディキット県民文化センター
　　　　　　　　　　　　　（アイザックスターンホール）

第１日：分科会会場
宮崎観光ホテルへのアクセス
　○ＪＲ宮崎駅から南宮崎駅行きバスで約４分
　　「たまゆらの湯」バス停下車後、徒歩約４分
　○ＪＲ宮崎駅から車で約５分
　○高速道路・宮崎インターから車で約15分
　○宮崎空港から車で約15分

第２日：全体会会場
メディキット県民文化センターへのアクセス
　○ＪＲ宮崎駅から文化公園行きバスで約15分
　　「文化公園」下車すぐ
　○ＪＲ宮崎駅から車で約10分
　○ＪＲ宮崎神宮駅から車で約５分・徒歩約20分
　○高速道路・宮崎インターから車で約25分
　○宮崎空港から車で約30分

第１日：分科会会場 第２日：全体会会場

※駐車場…宮崎観光ホテル
※駐車場…メディキット県民文化センター　宮崎神宮



※
大
会
会
場
駐
車
場
の
ご
案
内
は
後
日
お
送
り
す
る
参
加
証
と
一
緒
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

※
参
加
費
等
の
送
金
は
後
日
、
参
加
証
と
一
緒
に
お
送
り
す
る

　
請
求
書
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。


